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全文 肯定 期待 助言 否定 非メッセージ情報
5000 1000 1000 1000 1000 1000
3 実験方法





















表 2 各手法・分類器ごとの平均正解率 (%)
番号 分類器 特徴量 正解率
1 NB 自・評 67.7
2 NB 自 61.4
3 NB 全・評 71.8
4 NB 全 66.3
5 SVM(PK) 自・評 80.4
6 SVM(PK) 自 75.9
7 SVM(PK) 全・評 83.7
8 SVM(PK) 全 79.9
9 SVM(NPK) 自・評 78.0
10 SVM(NPK) 自 75.4
11 SVM(NPK) 全・評 81.7
12 SVM(NPK) 全 79.9
番号 分類器 特徴量 正解率
13 SVM(RBFK) 自・評 63.3
14 SVM(RBFK) 自 67.7
15 SVM(RBFK) 全・評 71.6
16 SVM(RBFK) 全 72.8
17 SVM(Puk) 自・評 64.1
18 SVM(Puk) 自 67.5
19 SVM(Puk) 全・評 67.0
20 SVM(Puk) 全 70.1
21 Logistic 自・評 70.3
22 Logistic 自 68.5
23 Logistic 全・評 74.1
24 Logistic 全 72.4
１つ目の特徴量であるレビュー評価の有効性について見てみ
る．表 2の [1・2]，[3・4]，…，[23・24]を比較してみると，分










最後に，分類器ごとの正解率を比較する．表 2 の [1・5・9・
13・17・21]，…，[4・8・12・16・20・24] を比較してみると，
[8・9]が同じである以外は SVMの PolyKernelが最も正解率が
高かいことが分かる．また，1番正解率が低かったのはナイーブ
ベイズ分類器であり，これは次元数が 7000以上であったため次
元の呪いの問題が生じたためだと考えられる．
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